
  

四半期報告書 
  

  

サンコーテクノ株式会社 
  

千葉県流山市東初石六丁目183番１ 

  

（第45期第３四半期） 

自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日 



目       次 

  

  

  頁

表 紙   

    

第一部 企業情報   

第１ 企業の概況   

１ 主要な経営指標等の推移 …………………………………………………………………………………………  1

２ 事業の内容 …………………………………………………………………………………………………………  2

３ 関係会社の状況 ……………………………………………………………………………………………………  2

４ 従業員の状況 ………………………………………………………………………………………………………  2

第２ 事業の状況   

１ 生産、受注及び販売の状況 ………………………………………………………………………………………  3

２ 経営上の重要な契約等 ……………………………………………………………………………………………  4

３ 財政状態及び経営成績の分析 ……………………………………………………………………………………  4

第３ 設備の状況 ……………………………………………………………………………………………………………  6

第４ 提出会社の状況   

１ 株式等の状況   

(1）株式の総数等 ……………………………………………………………………………………………………  7

(2）新株予約権等の状況 ……………………………………………………………………………………………  7

(3）ライツプランの内容 ……………………………………………………………………………………………  7

(4）発行済株式総数、資本金等の推移 ……………………………………………………………………………  7

(5）大株主の状況 ……………………………………………………………………………………………………  7

(6）議決権の状況 ……………………………………………………………………………………………………  8

２ 株価の推移 …………………………………………………………………………………………………………  8

３ 役員の状況 …………………………………………………………………………………………………………  8

第５ 経理の状況 ……………………………………………………………………………………………………………  9

１ 四半期連結財務諸表   

(1）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………  10

(2）四半期連結損益計算書 …………………………………………………………………………………………  12

(3）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 ………………………………………………………………………  14

２ その他 ………………………………………………………………………………………………………………  24

第二部 提出会社の保証会社等の情報 ………………………………………………………………………………………  25

    

［四半期レビュー報告書］   



【表紙】 
  

  

【提出書類】 四半期報告書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成21年２月13日 

【四半期会計期間】 第45期第３四半期（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日） 

【会社名】 サンコーテクノ株式会社 

【英訳名】 SANKO TECHNO CO., LTD. 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長  洞下 実 

【本店の所在の場所】 千葉県流山市東初石六丁目183番１ 

【電話番号】 04-7178-5535 

【事務連絡者氏名】 執行役員管理本部長  水戸 功 

【最寄りの連絡場所】 千葉県流山市東初石六丁目183番１ 

【電話番号】 04-7178-5535 

【事務連絡者氏名】 執行役員管理本部長  水戸 功 

【縦覧に供する場所】 株式会社ジャスダック証券取引所 

（東京都中央区日本橋茅場町一丁目５番８号） 



第一部【企業情報】 

第１【企業の概況】 

１【主要な経営指標等の推移】 

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。 

  

回次 
第45期

第３四半期連結
累計期間 

第45期
第３四半期連結

会計期間 
第44期

会計期間 

自平成20年
４月１日 

至平成20年 
12月31日 

自平成20年
10月１日 

至平成20年 
12月31日 

自平成19年
４月１日 

至平成20年 
３月31日 

売上高（千円）  10,922,618  3,551,351  16,804,876

経常利益（千円）  162,896  138,804  528,057

四半期（当期）純利益（△は損

失）（千円） 
 △74,409  57,387  351,573

純資産額（千円）  －  6,615,881  7,030,670

総資産額（千円）  －  14,623,951  15,109,337

１株当たり純資産額（円）  －  3,130.59  3,319.75

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（△は損失）（円） 
 △36.57  28.20  163.17

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
 －  －  －

自己資本比率（％）  －  43.6  44.7

営業活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 166,841  －  635,711

投資活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 △399,782  －  △212,758

財務活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 264,242  －  △435,713

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円） 
 －  1,010,684  1,033,472

従業員数（人）  －  566  565



  当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

  

  当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

  

２【事業の内容】 

３【関係会社の状況】 

４【従業員の状況】 

(1）連結会社の状況 

 （注）  従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向

者を含むほか、常用パートを含んでおります。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派

遣社員、季節工を含みます。）は、当第３四半期連結会計期間の平均人員を( )外数で記載しております。 

  

(2）提出会社の状況 

 （注）  従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含むほか、常用パートを含

んでおります。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、季節工を含みます。）

は、当第３四半期会計期間の平均人員を( )外数で記載しております。 

  

  平成20年12月31日現在

従業員数（人） 566  (115)

  平成20年12月31日現在

従業員数（人） 332  (64)



第２【事業の状況】 

１【生産、受注及び販売の状況】 

(1）生産実績 

 当第３四半期連結会計期間の生産実績を各事業及び製品群別に示すと、次のとおりであります。 

 （注）１．金額は販売価額によっております。 

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

(2）受注状況 

工事の受注状況 

 当第３四半期連結会計期間の受注状況を各事業及び製品群別に示すと、次のとおりであります。 

 （注）  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

(3）販売実績 

 当第３四半期連結会計期間の販売実績を各事業及び製品群別に示すと、次のとおりであります。 

 （注） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

事業及び製品群の名称 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

生産金額（千円） 前年同期比（％）

建設資材製造事業 

アンカー  1,253,608  －

ドリル・電動工具  303,236  －

ファスナー  157,000  －

リニューアル関係  68,688  －

その他  28,569  －

新事業  130,895  －

合計  1,941,998  －

事業及び製品群の名称 受注高（千円） 前年同期比（％） 受注残高（千円） 前年同期比（％）

リニューアル関係  243,003  －  622,338  －

事業及び製品群の名称 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

販売金額（千円） 前年同期比（％）

建設資材製造事業 

アンカー  1,901,455  －

ドリル・電動工具  580,086  －

ファスナー  437,215  －

リニューアル関係  316,628  －

その他  159,932  －

新事業  156,033  －

合計  3,551,351  －



当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  

２【経営上の重要な契約等】 

３【財政状態及び経営成績の分析】 

 文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。なお、「(1)業績の状況」における前年同期の増減率につきましては、参考として記載しているも

のであります。 

  

(1）業績の状況 

 当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国発の金融危機が実体経済に大きく影響しました。急激な

円高や株安が企業収益を圧迫し、結果として、設備投資の減速や個人消費の低迷など、景気の悪化に拍車をかけま

した。 

 建設業界におきましても、こうした影響を受けて、住宅購入意欲の低下や設備投資が減少、また鋼材価格の先安

感を背景にマンションや工場などの建設物件の中止や延期が相次ぎ、当社を取り巻く環境も第３四半期以降はより

一層厳しさを増しました。 

 このような事業環境のもと、当社グループは「カスタマーウォンツの追求」を掲げ、営業活動に努めましたが売

上高は3,551百万円（前年同期比14.8％減）となりました。一方利益は、組織の再編成や販管費の見直しに取り組

んだ結果、営業利益115百万円（同32.3％増）、経常利益138百万円（同43.1％増）、当四半期純利益57百万円（同

91.3％増）となりました。 

 各事業及び製品群別概況は以下のとおりであります。 

  

（建設資材製造事業） 

①アンカー製品群 

売上高は1,901百万円（前年同期比11.8％減）、売上総利益は600百万円（同4.4％減）となりました。特に11

月以降、これまで順調に推移していた西日本地区の需要が低迷。メイン製品であるオールアンカーの販売数量が

減少するなど、市場の冷え込みは厳しさを増し、減収減益となりました。 

②ドリル・電動工具製品群 

売上高は580百万円（前年同期比30.1％減）、売上総利益は200百万円（同25.1％減）となりました。特に㈱Ｉ

ＫＫの電動工具製品の販売が第３四半期以降、国内外ともに低迷したことで、大幅な減収減益となりました。 

③ファスナー製品群 

売上高は437百万円（前年同期比14.1％減）、売上総利益は106百万円（同22.5％減）となりました。景気悪化

による、民間設備投資の減速で需要が低迷し、減収減益となりました。 

④リニューアル関係 

売上高は316百万円（前年同期比0.2％減）、売上総利益は80百万円（同4.2％増）となりました。リニューア

ル事業の合理化を掲げ、利益率確保を最優先に受注を行った結果、売上高は微減となりましたが、利益率は概ね

順調に推移しました。 

⑤その他製品群 

売上高は159百万円（前年同期比38.5％減）、売上総利益は5百万円（同86.7％減）となりました。円高の影響

を受け、樹脂製品の海外需要が停滞するなど市場は低迷し、大幅な減収減益となりました。 

  

（新事業） 

売上高は156百万円（前年同期比64.9％増）、売上総利益は69百万円（同105.7％増）となりました。第３四半

期に入り、電子プリント基板の受注が安定的に推移。大幅な増収増益となりました。 

  



(2）キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は（以下「資金」という。）は、第２四半期連結会計

期間末と比較して67百万円（7.1％）増加し、1,010百万円となりました。 

  

 当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動による資金の減少は、210百万円となりました。これは主としてたな卸資産の増加額393百万円に加

え、仕入債務の減少額が262百万円となった一方、税金等調整前四半期純利益が111百万円、売上債権の減少額が

202百万円、前受金の増加額が142百万円となったことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動による資金の減少は、318百万円となりました。これは主として有形固定資産の取得による支出が315

百万円となったことによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動による資金の増加は、604百万円となりました。これは主として短期借入れによる収入が4,759百万

円、長期借入金の借入収入が230百万円となった一方、短期借入金の返済による支出が4,317百万円となったこと

によるものであります。 

  

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

  

(4）研究開発活動 

 当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、27,207千円であります。 

 なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 

  

(5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し 

 今後の見通しにつきましては、第３四半期以降、世界規模での急激な景気減速に伴い、国内外とも需要の落ち込

みは長期化するとの判断に基づき、11月７日に業績予想の修正を行っております。 

  

(6）資本の財源及び資金の流動性についての分析 

当第３四半期連結会計期間における資本の財源及び資金の流動性については「３ 財政状態及び経営成績の分

析」(2）キャッシュ・フローの状況に記載のとおりであります。 

  



第３【設備の状況】 
(1）主要な設備の状況 

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

  

(2）設備の新設、除却等の計画 

 当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却

等について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設計画は次のとおりであります。 

 なお、この計画は成長性のあるリニューアル事業及び新素材・新工法のさらなる事業拡大を図るためのものであ

ります。 

  

 （注） 上記金額には、消費税等は含んでおりません。 

   

会社名 
事業所名 
（所在地） 

事業の種
類別セグ
メントの
名称 

設備の内容

投資予定金額
資金調達 
方法 

着手及び完了予定
年月 

総額
(千円) 

既支払額
(千円) 

着手 完了

サンコー

テクノ㈱ 

リニューアル統括

部・新事業本部 

（千葉県流山市） 

建設資材

製造事業 

営業所土地

建物 
 277,119  255,473

借入金及び

自己資金 

平成20年

10月 

平成21年

２月 



①【株式の総数】 

  

②【発行済株式】 

  

   該当事項はありません。 

  

   該当事項はありません。 

  

  

第４【提出会社の状況】 

１【株式等の状況】 

（１）【株式の総数等】 

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  3,500,000

計  3,500,000

種類 
第３四半期会計期間
末現在発行数（株） 
(平成20年12月31日) 

提出日現在発行数
（株） 

(平成21年２月13日) 

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名 

内容

普通株式  2,186,352  2,186,352
株式会社ジャスダッ

ク証券取引所 
単元株式数100株 

計  2,186,352  2,186,352 － － 

（２）【新株予約権等の状況】 

（３）【ライツプランの内容】 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】 

年月日 
発行済株式総
数増減数 

（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額
（千円） 

資本金残高
（千円） 

資本準備金増
減額 

（千円） 

資本準備金残
高（千円） 

平成20年10月１日～
平成20年12月31日 

 －  2,186,352 －  768,590  －  581,191

（５）【大株主の状況】 

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。 

  



当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。 

①【発行済株式】 

 （注） 「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が100株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。 

  

②【自己株式等】 

 （注） 「自己株式等」の「自己名義所有株式数」および「所有株式数の合計」の欄に含まれない単元未満株式が99株

あります。なお、当該株式は、上表①「発行済株式」の「単元未満株式」の欄に含まれております。 

  

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

 （注） 最高・最低株価は、株式会社ジャスダック証券取引所におけるものであります。 

  

（６）【議決権の状況】 

  平成20年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 
（自己保有株式） 

普通株式      151,300
－  単元株式数100株 

完全議決権株式（その他） 普通株式     2,032,300  20,323  同上 

単元未満株式 普通株式        2,752 － 
 １単元（100株）未満 

 の株式 

発行済株式総数  2,186,352 － － 

総株主の議決権 －  20,323 － 

  平成20年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株） 

他人名義所有
株式数（株） 

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合 

（％） 

サンコーテクノ㈱ 
千葉県流山市東初石

六丁目183番１ 
 151,300  －  151,300  6.92

計 －  151,300  －  151,300  6.92

２【株価の推移】 

月別 
平成20年 
４月 

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円）  1,580  1,440  1,450  1,300  1,295  1,200  1,100  850  930

最低（円）  1,220  1,202  1,275  1,190  980  950  640  775  811

３【役員の状況】 

   前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 

  



第５【経理の状況】 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

 なお、第１四半期連結会計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）から、「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１

項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。 

  

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日か

ら平成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る

四半期連結財務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。 

  



１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,024,143 1,137,718

受取手形及び売掛金 ※4  3,713,748 4,620,905

商品及び製品 1,409,516 1,249,548

仕掛品 942,118 595,544

原材料及び貯蔵品 629,761 647,799

その他 477,337 427,974

貸倒引当金 △16,018 △6,434

流動資産合計 8,180,607 8,673,057

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） ※1  1,494,383 ※1  1,401,060

土地 3,327,716 3,266,702

その他（純額） ※1  568,468 ※1  672,382

有形固定資産合計 5,390,568 5,340,145

無形固定資産   

のれん 41,835 53,947

その他 26,814 28,088

無形固定資産合計 68,649 82,036

投資その他の資産 ※3  984,126 ※3  1,014,099

固定資産合計 6,443,344 6,436,280

資産合計 14,623,951 15,109,337

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,067,325 1,353,715

短期借入金 4,273,330 3,651,172

未払法人税等 30,210 199,259

賞与引当金 51,870 164,675

役員賞与引当金 1,782 33,650

その他 673,928 424,994

流動負債合計 6,098,448 5,827,468

固定負債   

長期借入金 518,590 791,950

退職給付引当金 970,312 959,141

役員退職慰労引当金 239,728 248,330

負ののれん 11,092 18,183

その他 169,898 233,594

固定負債合計 1,909,622 2,251,199

負債合計 8,008,070 8,078,667



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 768,590 768,590

資本剰余金 581,191 581,191

利益剰余金 5,240,639 5,396,446

自己株式 △243,804 △243,804

株主資本合計 6,346,616 6,502,424

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △10,870 8,556

繰延ヘッジ損益 0 △212

為替換算調整勘定 34,864 244,763

評価・換算差額等合計 23,994 253,106

少数株主持分 245,270 275,139

純資産合計 6,615,881 7,030,670

負債純資産合計 14,623,951 15,109,337



（２）【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 10,922,618

売上原価 7,730,769

売上総利益 3,191,849

販売費及び一般管理費 ※  3,052,566

営業利益 139,282

営業外収益  

受取利息 7,246

受取配当金 2,344

仕入割引 80,011

投資不動産賃貸料 28,305

負ののれん償却額 7,090

その他 39,883

営業外収益合計 164,881

営業外費用  

支払利息 41,841

売上割引 70,724

持分法による投資損失 837

その他 27,864

営業外費用合計 141,267

経常利益 162,896

特別利益  

固定資産売却益 76

特別利益合計 76

特別損失  

たな卸資産評価損 83,389

固定資産売却損 15

固定資産除却損 6,518

減損損失 102,458

特別損失合計 192,380

税金等調整前四半期純損失（△） △29,407

法人税、住民税及び事業税 40,494

法人税等調整額 △9,840

法人税等合計 30,653

少数株主利益 14,347

四半期純損失（△） △74,409



【第３四半期連結会計期間】 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 3,551,351

売上原価 2,487,694

売上総利益 1,063,656

販売費及び一般管理費 ※  947,711

営業利益 115,945

営業外収益  

受取利息 2,517

受取配当金 1,113

仕入割引 29,722

投資不動産賃貸料 7,624

負ののれん償却額 2,363

その他 27,526

営業外収益合計 70,868

営業外費用  

支払利息 14,487

売上割引 24,369

持分法による投資損失 1,015

その他 8,137

営業外費用合計 48,010

経常利益 138,804

特別利益  

固定資産売却益 74

特別利益合計 74

特別損失  

固定資産除却損 394

減損損失 26,830

特別損失合計 27,224

税金等調整前四半期純利益 111,653

法人税、住民税及び事業税 59,115

法人税等調整額 △8,435

法人税等合計 50,679

少数株主利益 3,585

四半期純利益 57,387



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △29,407

減損損失 102,458

減価償却費 206,458

退職給付引当金の増減額（△は減少） 11,413

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △8,601

賞与引当金の増減額（△は減少） △112,804

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △31,868

貸倒引当金の増減額（△は減少） 19,011

受取利息及び受取配当金 △9,590

支払利息 41,841

有形固定資産売却損益（△は益） △61

有形固定資産除却損 6,256

売上債権の増減額（△は増加） 852,382

たな卸資産の増減額（△は増加） △592,378

仕入債務の増減額（△は減少） △279,672

前受金の増減額（△は減少） 254,217

その他 6,466

小計 436,122

利息及び配当金の受取額 10,122

利息の支払額 △36,426

法人税等の支払額 △242,976

営業活動によるキャッシュ・フロー 166,841

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △467,138

有形固定資産の売却による収入 342

貸付けによる支出 △32,140

貸付金の回収による収入 12,166

その他 86,987

投資活動によるキャッシュ・フロー △399,782

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入れによる収入 11,806,837

短期借入金の返済による支出 △11,489,674

長期借入れによる収入 280,000

長期借入金の返済による支出 △248,365

配当金の支払額 △80,865

少数株主への配当金の支払額 △6,273

その他 2,583

財務活動によるキャッシュ・フロー 264,242

現金及び現金同等物に係る換算差額 △54,089

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △22,788

現金及び現金同等物の期首残高 1,033,472

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,010,684



【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】 

  

  
当第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

１．会計処理基準に関する事

項の変更 

（1）重要な資産の評価基準及び評価方法の

変更 

たな卸資産 

 通常の販売目的で保有するたな卸資産

については、従来、主として総平均法に

よる原価法によっておりましたが、第１

四半期連結会計期間より「棚卸資産の評

価に関する会計基準」（企業会計基準第

９号 平成18年７月５日）が適用された

ことに伴い、主として総平均法による原

価法（貸借対照表価額については収益性

の低下に基づく簿価切下げの方法）によ

り算定しております。 

 これにより、当第３四半期連結累計期

間の営業利益及び経常利益はそれぞれ

49,892千円減少し、税金等調整前四半期

純損失は133,281千円増加しておりま

す。 

（2）「連結財務諸表作成における在外子会

社の会計処理に関する当面の取扱い」の

適用 

 第１四半期連結会計期間より、「連結

財務諸表作成における在外子会社の会計

処理に関する当面の取扱い」（実務対応

報告第18号 平成18年５月17日）を適用

しております。 

 これにより、当第３四半期連結累計期

間の営業利益、経常利益及び税金等調整

前四半期純損失に与える影響はありませ

ん。 



  

  
当第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

  （3）重要な減価償却資産の減価償却の方法

の変更 

有形固定資産 

（追加情報） 

 当社及び一部の連結子会社は、有形固

定資産である機械及び装置については、

法人税法の改正を契機とし見直しを行

い、第１四半期連結会計期間より改正後

の法人税法に基づく耐用年数の短縮を行

っております。 

 また、一部の連結子会社は、法人税法

の改正に伴い、平成19年３月31日以前に

取得した資産については、改正前の法人

税法に基づく減価償却の方法の適用によ

り取得価額の５％に到達した連結会計年

度の翌連結会計年度より、取得価額の５

％相当額と備忘価額との差額を５年間に

わたり均等償却し、減価償却費に含めて

計上しております。 

 これにより当第３四半期連結累計期間

の営業利益、経常利益及び税金等調整前

四半期純損失に与える影響は軽微であり

ます。 



  

  
当第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

  （4）リース取引に関する会計基準の適用 

 所有権移転外ファイナンス・リース取

引については、従来、賃貸借取引に係る

方法に準じた会計処理によっておりまし

たが、「リース取引に関する会計基準」

（企業会計基準第13号（平成５年６月17

日（企業会計審議会第一部会）、平成19

年３月30日改正））及び「リース取引に

関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第16号（平成６年１月18日

（日本公認会計士協会 会計制度委員

会）、平成19年３月30日改正））が平成

20年４月１日以後開始する連結会計年度

に係る四半期連結財務諸表から適用する

ことができることになったことに伴い、

第１四半期連結会計期間からこれらの会

計基準等を適用し、通常の売買取引に係

る会計処理によっております。また、所

有権移転外ファイナンス・リース取引に

係るリース資産の減価償却の方法につい

ては、リース期間を耐用年数とし、残存

価額を零とする定額法を採用しておりま

す。ただし、リース取引開始日がリース

会計基準適用初年度開始前の所有権移転

外ファイナンス・リース取引につきまし

ては、引き続き通常の賃貸借取引に係る

方法に準じた会計処理を適用しておりま

す。 

 これにより当第３四半期連結累計期間

の営業利益、経常利益及び税金等調整前

四半期純損失に与える影響はありませ

ん。 



 該当事項はありません。   

  

【簡便な会計処理】 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】 

  

  
  
  

当第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日  
 至 平成20年12月31日） 

 税金費用の計算  税金費用については、当第３四半期連結

累計期間を含む連結会計年度の税引前当期

純利益に対する税効果会計適用後の実効税

率を合理的に見積り、税引前四半期純利益

に当該見積実効税率を乗じて計算しており

ます。 



  

  

【注記事項】 

（四半期連結貸借対照表関係） 

当第３四半期連結会計期間末 
（平成20年12月31日） 

前連結会計年度末 
（平成20年３月31日） 

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、 千円

であります。 

4,855,232 ※１．有形固定資産の減価償却累計額は、5,075,536千円

であります。 

 ２．保証債務 

流山工業団地の商工組合中央金庫からの借入金

千円について、同組合の他の組合企業14社と

ともに連帯保証しております。 

345,719

 ２．保証債務 

流山工業団地の商工組合中央金庫からの借入金   

461,009千円について、同組合の他の組合企業14社と

ともに連帯保証しております。 

※３．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額 

投資その他の資産 千円39,068

※３．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額 

投資その他の資産 千円29,641

※４．四半期連結会計期間末日満期手形 

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、当第３四半期連結会計期間の末日が休日で

したが、満期日に決済が行われたものとして処理し

ております。当第３四半期連結会計期間末日満期手

形の金額は、次のとおりであります。  

受取手形 千円156,816

  ４．        ――――― 

      

（四半期連結損益計算書関係） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

貸倒引当金繰入額        28,734千円 

従業員給料及び手当         1,107,926  

賞与        1,728  

賞与引当金繰入額        228,674  

役員賞与引当金繰入額       1,782  

退職給付費用       38,403  

役員退職慰労引当金繰入

額 
     3,330

  

減価償却費        62,648  

研究開発費        73,588  



  

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は 

 次のとおりであります。 

貸倒引当金繰入額        5,516千円 

従業員給料及び手当         364,458  

賞与  25  

賞与引当金繰入額  51,394  

退職給付費用       13,037  

減価償却費        21,014  

研究開発費        27,207  

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

  

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成20年12月31日現在） 

  （千円）

現金及び預金勘定  1,024,143

預入期間が３か月を超える定期預金  13,458

現金及び現金同等物  1,010,684



（株主資本等関係） 

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至

平成20年12月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数 

２．自己株式の種類及び株式数 

３．新株予約権等に関する事項 

 該当事項はありません。 

４．配当に関する事項 

配当金支払額 

  

  普通株式   株 2,186,352

  普通株式 株 151,399

  
  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

１株当たり
配当額 
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月26日 

定時株主総会 
普通株式  81,398  40  平成20年３月31日  平成20年６月27日 利益剰余金 



当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日 至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日 至平成20年12月31日） 

 建築資材製造事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額

に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日 至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日 至平成20年12月31日） 

 本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。 

  

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日 至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日 至平成20年12月31日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

 前連結会計年度より著しい変動がないため、記載を省略しております。 

  

 前連結会計年度より著しい変動がないため、記載を省略しております。 

  

（セグメント情報） 

【事業の種類別セグメント情報】 

【所在地別セグメント情報】 

【海外売上高】 

（有価証券関係） 

（デリバティブ取引関係） 

（ストック・オプション等関係） 

 該当事項はありません。 

  



１．１株当たり純資産額 

  

２．１株当たり四半期純損益金額等 

  

 （注）１．１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

 （注）２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

（１株当たり情報） 

当第３四半期連結会計期間末 
（平成20年12月31日） 

前連結会計年度末 
（平成20年３月31日） 

１株当たり純資産額 3,130.59円 １株当たり純資産額 3,319.75円

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

１株当たり四半期純損失金額 △36.57円 １株当たり四半期純利益金額 28.20円

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。 

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

  
当第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

四半期純利益（△は純損失）（千円）  △74,409  57,387

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益（△は純損失）（千

円） 
 △74,409  57,387

期中平均株式数（株）  2,034,953  2,034,953

  
当第３四半期連結会計期間末

（平成20年12月31日） 
前連結会計年度末

（平成20年３月31日） 

 純資産の部の合計額（千円）            6,615,881  7,030,670

純資産の部の合計額から控除する金額 

（千円） 
        245,270  275,139

（うち少数株主持分）  (245,270)  (275,139)

普通株式に係る四半期末（期末）の純資産額

（千円） 
          6,370,611  6,755,531

１株当たり純資産額の算定に用いられた四半期

末（期末）の普通株式の数（株） 
           2,034,953  2,034,953

（重要な後発事象） 

 該当事項はありません。 

  



 所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の売買取引に係る会計処理によっております。ただし、

リース取引開始日がリース会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通

常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っており、リース取引残高が前連結会計年度末に比べて著しい変動

が認められないため、記載を省略します。 

  

  

（リース取引関係） 

２【その他】 

 該当事項はありません。 

  



第二部【提出会社の保証会社等の情報】 
該当事項はありません。 

  



  

  

  

  

  

  

  

  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成21年２月10日

サンコーテクノ株式会社 

取締役会 御中 

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人 

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 遠藤 了    印 

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 野辺地 勉  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサンコーテクノ

株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日か

ら平成20年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書につい

て四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四

半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、サンコーテクノ株式会社及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財

政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなか

った。 

  

追記情報 

 四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は、第１四半期連結会

計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第９号）を適

用している。 

  

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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